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　【日的】高齢期における食生活竹月1について、竹瑕1行動と生活意識から実態を捉え、管理

行動の中でも「食事作り」に沁目して検討する。

【方法】調査対象は、佇都圏と地方圏に居住する在宅高齢者の特徴を明らかにするために、

2 ( ～9 5歳までの男女5 7 []名について面接調査を行った。調査時期は、19 9 4年８

月から↓9 9 6年3 n にかけて実施した。訓査内容としては､食生活管理行動を「食べ方」

　「食事作り」「料理の組み合わせ」「暮らしとのつながり」項目とし、これに対する回答を

5点～0点に得点化し合計得点の高い者ほど管理行動が良好と見なして結果を分析した。

【結果】①６０歳を境にした年齢別と性別についての傾向を捉えた。②対象者全体では「食

べ方jや「食事作り」に闇する得点が高く、食生活の管理行動が良好という傾向を示した。

③自分のための食事を自分で作っている者は男性5%、女性7 3 %であった。食事を自分

で作る者ほど、食生活の管理行動も良好であるのに対して、食事を作らない者ほど、食生

活に無闇心な傾向が見られたo ④食生活管理行動の良好な者は自覚的健康感も高く、生き

がい感との関連も深い。また、生活満足度においても高い関連性が見られた。管理項目の

中の「暮らしとのつながり」「食べ方」項目で自党的健康感との関連が深く見られ、この

傾向け特に男性において顕著であった。管理項口中の「料理の組み合わせ」項目で、生き

がい感との関述が深く、特に6 o歳以＼-.においてこの傾向は顕著であった。管理項口中の

　「食囃作り」項目で生活満足度との関辿が深く、特=に女性においてこの傾向は著しく見ら

れた。
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　【目的】前報に続いて、高齢川における食生活竹理について、管理行動と生活意識から実

態を捉え、管理行動の中の「食事作り」に注目して検討する。本報では、地域による違い
を捉えて検討をする。

　【方法】調査対象は前報と同様に、詐都圏と地方圏に居住する男女5 7 3 名に対して而括
調査を行ったものである。調杏期洲も同様に、19 9 4年８月から19 9 6年:けＨこかり
て実施したものである。訓告内容も同様に、食生活管月1行動をF食べ方」「食事作り」「料
理の組み合わせ」「暮らしとのつながり」項目とし、これに対する回答を５からＯ点に利

点化し、合計得点が高い者ほど管理行動が良好と見なして結果を分析した。

　【結果】①60歳を境にした地域別と年齢別についての傾向を捉えた。②全体の傾向とし
て、首都圏より地方圏の方に、食生活管理行動の良好な傾向が見られた。③「食べ方」「食
事作り」項田こおいて、首祁圏よりも地方咽のみに、食生活管理行動の良好な傾向が見ら

れた。これに対して「料理の組み合わせ」項目においては、昨都圏の方が地方圏よりも食

生珊管理行動の良好な傾向が見られた。④食生活管理行動が良好な者ほど自覚的健康感も
高いという傾向は、地方圈において6 O歳以上にのみ見られた。⑤食生活管理行動が良如

な者ほど生きがい感も高いという傾向は、地方圏において6 o裁未満に見られ、首都圏に
おいては6 O歳以上にのみ見られた。⑥食生活管理行動が良好な者ほど生活満足度も高い
という傾向は、地方圈において6 0 歳末満に見られ、首都咽においては6 0歳以七にのみ

見られた。
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